
2026 年度 第２回 中国地区ジムカーナ部会 議事録 

 

(記)副部会長 中田 

【日時場所】 

 2026 年 3 月 22 日（土） TS タカタサーキット 

 表彰式終了後 

 

【参加者】 （順不同、敬称略） 

役員：部会長 馬場、副部会長 中田、運営委員 藤井 

CMSC 島根(神田)、SLT.C(上程、井ノ本)、T4（片山）、HMC(乗本、桝田)、HINODE.C(西島)、

SPIRIT(藤井)、CNRT（阿部） 

 

【議題】 

① 第二戦の前日練習会について 

 SLT.C 主催で開催となります。事前申し込みは不要で、フリー走行と同じ料金の予定だそう

です。 

またオフィシャル不足の場合、タマダ事務局より部会に協力依頼が来ます。その際は皆さんご

協力をよろしくお願いします。 

 

②WEB 申し込みについて 

 第 二 戦 タ マ ダ も WEB 申 し 込 み と な り ま す 。 既 に JMRC 中 国 HP （ https://jmrc-

chugoku.org/gymkhana.html）から申し込みが始まっていますので、お忘れなく。開幕戦では

細かなトラブルは出ましたが、致命的なものはなく進めることができました。関係者の皆様、選

手の皆様のご協力に感謝申し上げます。今後も要望があれば部会にいつでもご連絡ください。 

 

② ジムカーナ部会員の選出について 

 オーガーナイザー選出の部会員８名は、来年のカレンダーに申請する予定のクラブから選

出したいと思います。つまり、現状のクラブに加えて、今年からフルハウスと併催でカレンダー

申請されている CCM と、来年カレンダー申請される予定の P.A.S より追加で選出いただくこと

になります。 

⇒全会一致で異論なし。 

 

④R クラスの指定タイヤ追加について 

※表彰式終了後すぐに R クラス参加者と希望者のみ集まって説明＆意見交換。 

結論：RE-71RZ と RE005 を R クラス指定タイヤに加えることを決定。第二戦から使用可能とな

ります。可及的速やかに指定タイヤリストに加える。 

⇒既に JMRC 中国 HP(https://jmrc-chugoku.org/gymkhana.html)に掲載の指定タイヤリストは

更新済み。 

解説：特に RE-71RZ については、グリップレベルの見極めが開幕戦に間に合わないため、開

幕戦時点では指定タイヤリストには加えていませんでした。しかし、下記の点を考慮し第二戦

から指定タイヤリストに加える＝使用可能にします。 



①R クラス参加者の意見交換にて、RE-71EZ の追加について肯定的な意見が多かった。 

以下は主な意見です。 

・A052 と同等のグリップなら問題ないと思う。 

・夏場のグリップが仮に高いとしても、それも戦略として面白いので良いのでは。 

②部会にて行ったタイヤテストにて RE-71RZ のグリップレベルは A052 やβ11 と同等であるこ

とが確認された。タイムやデータロガーからも、この３つのタイヤが、少なくとも同じステージにあ

ることは間違いない。夏場のタイム差は未知数だが、①で出たようにそれも戦略という解釈であ

る。 

③部会としては、R クラス参加者がこれ以上減ることを避けたい（BS ユーザーが継続的に参加

できるようにしたい）。 

 

⑤全国振興事業委員会の展開 

ＪＡＦカップ開催規定のルール上は北海道から九州までの８地区を順番に回る事になっている

が、実質は北海道から近畿までの５地区で回っている状況。これを真ん中の「関東・中部・近

畿」の３地区で回すようにする提案が出ている。 

真ん中の３地区で開催すると全国どこからでも参加しやすく台数が集まる。ジムカーナの振興

に寄与するイベントを目指す目的です。これは決定事項ではなく、あくまで提案です。 

 

 

⑥2027 年以降のクラス区分について 

 2027 年に向けて、部会よりクラス区分案を提案しました。以下は決定事項ではなく、あくまで

提案です。詳細は添付資料を参照ください。 

 

大方針：各クラスの位置付けを明確にし、ラジアルタイヤを使用するクラスは以下のように再編

する。 

①新 R クラスは「ローグリップラジアルクラス」として位置付ける。グリップを下げて参戦コストを

下げる方向に舵を切る。 

②新 BC クラスは「ハイグリップラジアルクラス」として位置付ける。現行 R クラスのハイグリップラ

ジアルユーザーはそのまま継続参戦可能。 

③S タイヤおよび旧 PN タイヤが使用可能な D クラスを新設。これらのタイヤを使用するユーザ

ーをカバーし、引き続き参加可能にする。ただし台数的に二駆・四駆混合のクラスになると思

われる。 

 

当日の部会では肯定的な反応が多かったですが、ご意見・ご指摘があれば部会まで遠慮なく

ご連絡ください。 

今後は、この提案をより具体化していきます。 

特に新 R クラスのタイヤをどのグリップレベルとするか？が大きな課題になると思います。 

※この内容は議題④でも R クラス参加者にも説明済み。 

 

当日出た意見 

・新 R クラスにタイヤについては、グリップだけでなく、スカラシップの有無も考慮してはどうか

（ユーザー的にはスカラシップの有無は大きい判断材料になるため）。 



・新 R クラスのタイヤを決める材料として、値段という要素もある。 

・全日本で S タイヤのクラスがある以上、ステップアップする選手のことを考えたら、S タイヤが

使用できるクラスは必須と思う。⇒部会提案のクラス区分でいう D クラス新設のこと。 

 

【リマインド】ジムカーナ部会公式ラインの登録をお願いします。 

選手・関係者の皆様への情報発信・意見集約のツールとして活用しています。 

まだの方は、以下のリンクまたは QR コードからぜひ登録をお願いします。 

https://line.me/R/ti/p/@858kxjry 

 

以上 



T28

RC,R2,R4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PN2,PN3

BC2,BC3

　現状の各クラスの使用可能タイヤ

グリップ 高い低い

耐摩耗性

減りやすい

減りにくい

RE-12D TYPE-A

β10

A08B SPEC G
A050

03G

RE-11S

AD09

フレバ

RE004

ミシュランPS5

Z3

RE-71RS

β11

シバタイヤ
TW280 R31

A052



　2027年に向けた提案

【基本方針】
・Rクラスは「ローグリップ ラジアルクラス」という位置付け。
　　　⇒グリップを下げ、参戦コストを下げる方向へ舵を切る。

・BCクラスは「ハイグリップ ラジアルクラス」と位置付け、
現行Rクラスのハイグリップラジアル使用選手をカバー。
・Sタイヤや旧PNタイヤユーザー向けに二駆・四駆混合の「Dクラス」を新設。

【各クラスの位置付けを明確化】
■新Rクラス：低コストで気軽に楽しめるクラス。
　　※現行T28クラスは新Rクラスに統合。
■新BCクラス：ハイグリップラジアルで自由に走れるクラス。
■Dクラス：Sタイヤや旧PNタイヤまで使用できるクラス。



新BC2,BC3

新RC,R2,R4

　　　　　　　　　　　PN2,PN3

D

　2027年クラス区分案１

グリップ 高い低い

耐摩耗性

減りやすい

減りにくい

RE-12D TYPE-A

β10

A08B SPEC G
A050

03G

RE-11S

AD09

フレバ

RE004

ミシュランPS5

Z3

RE-71RS

β11

シバタイヤ
TW280 R31

A052

ローグリップ ラジアルクラス

ハイグリップ ラジアルクラス



新BC2,BC3

新RC,R2,R4

　　　　　　　　　　　PN2,PN3

D

　2027年クラス区分案２

グリップ 高い低い

耐摩耗性

減りやすい

減りにくい

RE-12D TYPE-A

β10

A08B SPEC G
A050

03G

RE-11S

AD09

フレバ

RE004

ミシュランPS5

Z3

RE-71RS

β11

シバタイヤ
TW280 R31

A052

ローグリップ ラジアルクラス

ハイグリップ ラジアルクラス



　2026年Rクラス対応案
メリット デメリット

①今のまま指定タイヤは
変更しない

②A052を指定タイヤから外す

③71RZを
指定タイヤに加える

④シーズン途中にA052を
指定タイヤから外す

※71RSの在庫が無くなる時期

既存のA052ユーザーは
追加費用なしで継続参戦可

71RSの在庫が無くなった時点でBSユーザーが
参加不可となり、エントラント減少のリスクあり

27年のローグリップタイヤクラス
への以降期間にできる

多くの選手がタイヤを新規購入する必要があり、
エントラントの費用負担が大きい
横浜ゴム側にも説明する必要あり

27年のハイグリップタイヤクラス
への以降期間にできる 夏場の71RZの性能によっては、

A052からの乗り換えが増加し参戦コストが増加BSユーザーも引き続きRクラスに
継続参戦可

多くの選手がタイヤを新規購入する必要があり、
エントラントの費用負担が大きい
横浜ゴム側にも説明する必要あり
実施タイミングの見極めが難しいA052ワンメイク状態の解消

⑤71RZとβ11を
指定タイヤに加える

27年のハイグリップタイヤクラス
に向けた先取りが可能

DLユーザーが新規に
参加する可能性あり

夏場の71RZの性能によっては、
A052からの乗り換えが増加し参戦コスト増？

β11を入れると現状のBCクラスと参加者が被る

27年のローグリップタイヤクラス
への移行期間にできる

A052ワンメイク状態の解消




